
◆　設問に対する評価基準〇=学習指導要領の目標(※1)及び本教育研究委員会の教科書観(※2)に沿って適切な記述をしている△=学習指導要領の目標及び教科書観に沿って記述しているが、内容が不十分。×=設問に関する記述がない▼=記述の中に不適切な用語や説明がある。(※1）『中学校学習指導要領―社会編（歴史的分野）―１目標―』の「我が国の歴史に対する愛情を深め、国民としての自覚を育てる」(※2) 義務教育学校教科書の基本的な性格（あり方）とは、「生徒に国家及び民族の誇りを涵養し、気概を鼓舞する『国民の物語』」◆ 評点　　　〇＝２点　　△＝１点　　×＝０点　　▼＝－１点◆ 記述に関する評価ア　「〇」「△」「▼」は評価の根拠文言を引用し、必要があれば若干の所見を付ける。イ　引用文のきまり◆　検討した教科書 東書東書東書東書 教出教出教出教出 清水清水清水清水 帝国帝国帝国帝国 日文日文日文日文 自由自由自由自由 育鵬育鵬育鵬育鵬1 古事記についての記述がある △ 〇 〇 △ 〇 〇 〇2 日本書紀についての記述がある △ 〇 〇 △ 〇 〇 〇3 風土記についての記述がある 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇4 国産み神話についての記述がある × × × △ × 〇 〇5 天照大神についての記述がある × × × △ × 〇 〇6 天の岩戸についての記述がある × × × △ × △ 〇7 素戔嗚尊についての記述がある × × 〇 △ × △ 〇8 天孫降臨についての記述がある × × 〇 △ × 〇 〇9 瓊瓊杵尊についての記述がある × × × × × 〇 〇10 大国主命についての記述がある × × 〇 × × 〇 〇11 日本武尊についての記述がある × × × × × × 〇12 弟橘媛についての記述がある × × × × × × ×13 伊勢神宮についての記述がある △ × △ × × △ 〇14 三種の神器についての記述がある × × × × × △ 〇15 神武天皇御東征についての記述がある × × × × × × 〇16 神武天皇橿原宮御即位についての記述がある × × × × × △ 〇17 初代天皇を神武天皇とする記述がある × × × × × 〇 〇18 「建国記念の日」の意義についての記述がある × × × × × 〇 〇19 今上陛下は万世一系の皇統の第125代であることを記述している × × × × × × ×20 「天皇」という呼称についての記述がある △ △ ▼ 〇 〇 〇 〇21 「日本」という呼称についての記述がある △ △ × 〇 〇 〇 〇22 魏志倭人伝・卑弥呼についての記述がある 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇23 邪馬台国論争についての記述がある 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇24 他の史書についての記述がある 〇 × × 〇 × △ ×25 大山（大仙）古墳が仁徳天皇陵に比定されていることを記述している▼ 〇 〇 ▼ × 〇 〇26 日本書紀にある天皇の仁政（民の竈）を記述している × × × × × × 〇27 推古天皇が男系（欽明天皇の皇女）継承であることを示す系図がある〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇28 対隋対等外交についての記述がある ▼ 〇 △ △ 〇 〇 〇29 十七条憲法についての記述がある 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇30 天武天皇・持統天皇による律令国家形成過程についての記述がある〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇31 光明皇后の仁愛（悲田院・施薬院等）についての記述がある × × × △ × × 〇32 五箇条の御誓文についての記述がある 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇33 大日本帝国憲法の「天皇の権限」についての記述がある ▼ 〇 △ ▼ 〇 〇 〇34 ポツダム宣言についての記述がある ▼ △ △ 〇 〇 〇 〇35 戦争終結の御聖断についての記述がある × × × × × 〇 〇36 玉音放送についての記述がある 〇 × × △ 〇 〇 〇37 万葉集が天皇・貴族から、兵士・農民までの詩歌集であることを記述している〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇38 古今和歌集が最初の勅撰和歌集であることを記述している × △ △ △ × 〇 〇39 仮名文字の創設が日本語の表現を豊かにしたことを記述している 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇40 源氏物語の文学的評価についての記述がある 〇 △ 〇 × × 〇 〇41 「侘び・寂び」に心の安らぎを見出したことを記述している × × 〇 △ × 〇 △42 「武士道」が国民の精神的支柱になったことを記述している × × × × × 〇 〇43 「教育勅語」が国民の道徳規範・教育理念となっていたことを記述している▼ 〇 △ ▼ × 〇 〇Ⅰ　日清戦争44 「韓国の独立」が戦争の目的であったことを記述している △ 〇 ▼ △ × ▼ 〇45 黄海海戦について記述している × × × △ 〇 × △46 三国干渉に対する日本人の「臥薪嘗胆」の心情を記述している △ △ △ × × 〇 〇47 ロシアの脅威について記述している 〇 △ 〇 △ × △ 〇48 旅順攻撃について記述している × 〇 〇 △ × △ 〇49 奉天会戦について記述している × 〇 × △ × △ 〇50 日本海海戦・東郷平八郎について記述している △ 〇 × 〇 〇 〇 〇51 日本の勝利が列強の支配に屈していた国家・民族に与えた影響を記述している▼ 〇 ▼ 〇 × 〇 〇52 台湾統治について、植民地という用語は使用していない ▼ ▼ ▼ ▼ × △ 〇53 韓国併合について、植民地という用語は使用していない ▼ ▼ ▼ ▼ × × ▼54 韓国併合は国際法に基づき実施され、外国の異論もなかったことを記述している× △ × × × ▼ 〇55 台湾の社会基盤の整備に関する日本の貢献について記述している × △ ▼ ▼ ▼ × 〇56 韓国の社会基盤の整備に関する日本の貢献について記述している ▼ × ▼ ▼ × ▼ ×57 「支那事変」という呼称を使っている × × △ × × △ △58 「支那事変」と「満州事変」を別個の原因による紛争としている ▼ △ ▼ △ × 〇 〇59 「盧溝橋事件」の発端を一方的に日本の原因としていない △ △ △ △ 〇 〇 〇60 「大東亜戦争」という呼称を使っている ▼ △ ▼ 〇 × 〇 〇61 開戦理由を「自存自衛」としている × △ × △ × 〇 〇62 日本軍の勇戦奮闘を記述している ▼ △ × ▼ × 〇 〇63 ソ連の不法参戦を記述している 〇 〇 × △ × 〇 〇64 ソ連の千島列島占領がポツダム宣言受諾後であることを記述している× × × × × 〇 〇65 ソ連による不法なシベリア抑留・強制労働を記述している △ 〇 × 〇 〇 〇 〇66 大東亜共同宣言（植民地解放・人種差別撤廃）について記述している× × ▼ × × 〇 〇67 自衛権と戦争放棄について記述している ▼ × △ × × △ △68 国防の義務と自衛隊について記述している ▼ × △ ▼ × △ △69 条約の片務性（集団的自衛権等）について記述している ▼ × × × × × ×70 米軍への基地提供の義務について記述している ▼ 〇 〇 ▼ 〇 △ 〇71 「北方四島」の現状に対する我が国の主張を記述している △ 〇 × ▼ 〇 × 〇72 韓国の「竹島実効支配」に対する我が国の主張を記述している × △ × × × × ×73 尖閣諸島は我が国固有の領土であることを記述している × △ × × × × ×74 「南京大虐殺」について根拠のない誇大な数字を記述していない △ △ ▼ ▼ × △ ×75 日中関係において賠償問題は決着済みであることを記述している × 〇 〇 ▼ × × ×76 慰安婦に関する軍・官憲関与を証明するものがないことを記述している × × × × × × ×77 日韓関係において賠償問題は決着済みであることを記述している × 〇 × ▼ × × ×78 「慰安婦プロパガンダ」が我が国の名誉を毀損していることを記述している× × × × × × ×〇合計 14 25 19 15 23 43 60△合計 12 18 12 23 0 15 5×合計 36 33 36 26 54 17 12▼合計 16 2 11 14 1 3 1教科書毎総合計教科書毎総合計教科書毎総合計教科書毎総合計 24242424 66666666 39393939 39393939 45454545 98989898 124124124124
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項目別評価欄項目別評価欄項目別評価欄項目別評価欄
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Ⅰ　憲法と自衛隊
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Ⅴ　大東亜戦争

1214554

13949

Ⅴ　慰安婦問題

Ⅰ　古事記・日本書紀・風土記
第第第第２２２２　　　　天皇天皇天皇天皇・・・・皇室皇室皇室皇室
第第第第３３３３　　　　日本日本日本日本のののの伝統伝統伝統伝統・・・・文化文化文化文化第第第第４４４４　　　　明治維新後明治維新後明治維新後明治維新後のののの戦争戦争戦争戦争・・・・台湾統治台湾統治台湾統治台湾統治・・・・韓国併合韓国併合韓国併合韓国併合

第第第第５５５５　　　　国家主権国家主権国家主権国家主権にににに関関関関わるわるわるわる課題課題課題課題

Ⅱ　建国由来Ⅲ　中国の史書からみた日本Ⅰ　仁徳天皇Ⅱ　推古天皇・聖徳太子

第第第第１１１１　　　　神話神話神話神話・・・・建国由来建国由来建国由来建国由来

Ⅱ　日米安全保障条約Ⅲ　領土問題Ⅳ　南京事件の問題

Ⅲ　天武天皇・持統天皇・光明皇后Ⅳ　明治天皇V　昭和天皇
Ⅱ　日露戦争Ⅲ　台湾統治・韓国併合Ⅳ　支那事変

第一第一第一第一　　　　評価項目評価項目評価項目評価項目にににに対対対対するするするする教科書毎教科書毎教科書毎教科書毎のののの評価一覧表評価一覧表評価一覧表評価一覧表
番番番番号号号号 検討項目検討項目検討項目検討項目 教科書評価教科書評価教科書評価教科書評価
【表の見方】

〇=2点・△=1点・×=0点・▼=-1点【　　】＝囲み記事、注記、写真・図表の説明等からの引用≪　　≫＝本文からの引用 Ⅳ　帝国書院（帝書）Ⅱ　教育出版（教出）Ⅲ　清水書院（清水）Ⅰ　東京書籍（東書） Ⅴ　日本文教出版（日文） Ⅵ　自由社（自由社）Ⅶ　育鵬社(育鵬社）
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